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まえが き

海岸砂地 ・砂丘における植物群落は、内陸部の

山地や平地におけるそれ らとは、かなり異質な も

のである。そこには、狭 く長い生育地、塩風、強

風、飛砂、粗粒子からなる単粒構造の根張 り空間、

多年生で地下茎の発達 した植物、直立 しない ・ほ

ふ くする木本、等 々の景観がみられる。 これらは、

北海道各地の海岸線にみ られ、一般的には 「原生

花園」とよばれ る海浜植生をな している。 そ して、

オホーック海岸の小清水町における 「原生花園」

が、 とくに有名である。

最近、 とくに1980年 ころから、この海浜植物群

落の中心であるハマナスに衰退がみ られるように

なった。ハマナスの立枯れ、ハマキガ類による食

害(上 条ほか、1983)な どが目立っている。その

対策 として、北海道生活環境部自然保護課の依頼

を受けて、北海道立林業試験場では、地元の網走

国定公園管理事務所、網走支庁林務課および小清

水町の関係者の協力を得て、昆虫班は害虫の生活

史究明および薬剤防除試験を1982年 か ら、植物班

はハマナスを主体 とする海浜植生の保全に関する

研究 を1983年 から開始 した。

本研究は、海岸砂丘地形 とそこに生育する砂丘

植生の現況を調査 し、砂丘 と植生の関係 を、地表

変動因子 とそれに対応 した植物の栄養繁殖 とか ら

考察 した ものである。また、本調査地ふ きんで観察

された植物の 目録 と、ハマナスの生活史に関する

小考察 とを付記 した。

なお、本研究の一部は、北海道林業技術研究発

表大会(1984.1.27、 斎藤新ほか、1984)に 発表

された。そして、これ と関連 して、宮木ほか(19

84)、斎藤満ほか(1984)の ハマナスを主体に した

研究発表がなされた。また、本調査地ふきんにお

けるハマナス ・砂丘生物については、伊藤浩司教

授を中心 に、北海道大学環境科学研究科の一行に

よる調査研究が進行中である。

本研究に発表の場を与 えられた、斜里町立知床

博物館の田中輝之館長に、筆者は深 く篤 く感謝の

意を表す る。

また、本研究の発表に際 し、調査に協力された、

北海道立林業試験場の斎藤 満 自然保護科長、宮

木雅美研究員、網走支庁林務課の吉田輝光自然保

護係長、佐竹聖一技師、松岡 治技師、網走国定

公園管理事務所の大森信善所長(現 、釧路支庁林

務課)、小清水町の菅原末治観光係長、および 自然

.保護監視員の平野帝作氏 に対 しても、筆者は深 く

感謝する。

調査地の概要

調査地は、オホーツク海に面 した、小清水町の

海岸線にあ り、原生花園展望台(天 覧ヶ丘)の 東

方、約300mお よび約600mの 地点にそれぞれプ

ロッ トを設けた(図 一1)。

ここには、ほぼ2列 の砂丘があり、砂 丘の内陸

側 は低湿地 となって、涛沸湖に続 く。砂丘 と低湿

地の間を釧網本線 と国道244号 が走 る(写真一1)。

2列 の砂丘のうち、海側の ものを第1砂 丘、内

図 一1.調 査 地 位 置 図(国 土 地 理 院1/2.5万 図1

「浜 小 清 水 」)

Fig.1.Thesiteinvestigated.
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写 真 一1.調 査 地 ふ き ん の 概 略(1983.8.2)

Photo.1.Anairviewofthesiteinvestig-

ated.

写 真2.2列 の 砂 丘(天 覧 ヶ 丘 の 西 方 、19

83.5.17)

Photo.2.First(right)andsecond(left)

sanddunes.

写 真 一3.第1砂 丘 の 丘 頂(プ ロ ッ ト1ふ き ん 、

1983.9.8)

Photo.3.Summitofthefirstsanddune.

知床 博物 館 研 究 報告 ・第6集 ・1984

陸 側 の もの を第2砂.丘 と した(写 真 一2)。

第1砂 丘 は 、 高 さ10m前 後 あ り、 傾 斜 が や や 急

で 、 現 在 も飛 砂 の 影 響 を受 け て い て、 そ の 海 側 と

内 陸 側 の 植 生 は い ち じ る し く異 な っ て い る(写 真

一3)
。

第2砂 丘 は 、 や や 低 く、緩 傾 斜 で あ っ て 、 第1

砂 丘 の よ うに 単 純 な形 状 を示 さ な い。 全 体 的 に は

草 原 で あ るが 、 部 分 的 に エ ゾ ノ コ リ ン ゴそ う林(

低 木 林)が み られ る(写 真 一8お よび 図 一2参 照)。

な お 、 原 生 花 園 とは い う もの の 、 こ こで は、 か

つ て 、 牛 馬 の 放 牧 が 行 わ れ て い た し、 蒸 気 機 関 車

に よ る野 火 が しば しば生 じて き た。 また 、 現 在 も、

鮭 漁 の ため の納 屋(番 屋)が 点 々 と存在 し、 踏 み

つ け径 も砂 丘 を横 切 っ て い る し、 観 光 客 の 来 訪 も

数 多 い。

調 査 方 法

プ ロ ッ ト1お よびIIに お い て、 汀 線 に ほ ぼ垂 直

方 向 に、 汀 線 か ら釧 網 本 線 ま で の 間 に、 各1本 の

帯 状 区(幅1m)を 設 定 した 。 そ の 延 長 は、 そ れ

ぞ れ194mと167mで あ る。

砂 丘 地 形 の 測 量 は、 ポ ケ ッ トコ ンパ ス 、 ク リノ

メー タ ー 、 巻 尺 お よび ポ ー ル に よっ て 行 わ れ た 。

植 生 調 査 で は、1m×1mの 区画 に よ り、 そ こ

に 生 育 す る 全植 物 の 被 度(6段 階)を 観 察 した。

ハ マ ナ ス に つ い て は、 被 度 の ほ か に 、 高 さ、 新 条

数 も測 定 し、 低 木 類 の そ う林 や ヨシ に つ い て も高

さ を測 定 した 。

調査結果

調査は、1983年 の5月 中旬、7月 中旬および9

月上旬の3回 、計5日 間ほど行われた。

砂丘地形お よび主要な植物の分布状況は、図

2に 示 した とおりである。砂丘地形 と植物分布の

関係から、調査は裸砂地、第1砂 丘の海側、同内

陸側、第2砂 丘の海側、同内陸側、および後背低

湿地の6つ に区分 して行われた。

結果は、プロット1お よびIIに ついて、それぞ

れ示 される。

プロット1

汀線につづ く裸砂地は、幅が約45mあ る。ここ

には、植物が全 く欠如 し、波浪に打上げ られた流

木、その他の漂流物が散在するにす ぎない。

砂草(砂 丘草本、海岸砂地草本)は 、46mあ た
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図 一2.砂 丘 地 形 と植 物 分 布

Fig.2.Thetopographyofsanddunesandthedistributionofplants・

りか ら出 現 し、65mあ た り まで 、 ハ マ ニ ガ ナ 、 ハ

マ ボ ウ フ ウ、 コウ ボ ウ ム ギ(エ ゾ ノ コ ウ ボ ウム ギ

を含 む)な どか らな る砂 草 帯(後 浜)を 形 成 す る。

これ らの 地 下 部 を観 察 した ら、 次 の よ うで あ っ た。

ハ マ ニ ガ ナ 依 屍S紹 勿 捌 の 茎 は、 地 中 を走 り、

地 上 に は葉 身 お よび 花 茎 を出 す だ け で あ る(図 一

3)。

ハ マ ボ ウ フ ウrG1魏 忽α 媚o雇 勾 で は 、地 下 茎 が

縦 に深 く、 と きに100cm以 上 も、地 中 に入 り、 葉

痕 ・芽 鱗 痕 ・花 軸 痕 が 明 らか で 、 横 方 向 へ の 分 岐

は み られ な い。 葉 身 お よび 、 花 茎 だ け を地 上 に 出

す(図 一4)。,

コウ ボ ウ ム ギ 〔Cα獄 んoろo初㎎ ∂ も、葉 身 お よび

花 穂(花 軸)を 地上 に 出す だ け で あ る。 地 下 で は、

斜 上 す る地 上 茎(桿)が 分 岐 し、 分 岐 点 ふ きん に

越 冬芽 が つ い て い る(図 一5)。

ハ マ ニ ンニ ク09卿 撚 〃　011御 は、 第1砂 丘の 海

側(浜 崖 、 浜 堤 、砂 丘)に 繁 茂 して い る(写 真 一

4)。 こ れ は 、 よ り大 型 で は あ るが 、 地 下 部 の 形 態

は コ ウ ボ ウ ム ギ に似 て い た 。 この 部 分 に は、 こ の

他 に、 ハ マ エ ン ドウ 、 ウ ン ラ ン、 ツ ル フ ジバ カ マ、

ナ ミキ ソ ウ、 キバ ナ カ ワ ラマ ツバ な どの 砂 草 が 繁

茂 し、 木 本 の ハ マ ナ ス も混 生 す る(写 真 一5)。

ハ マ ナ ス 偉osπ γ㎎'osのの 地 上 茎 は 、 こ の部 分 で

、/〆 一rr一一87

1

ウ

ノ

4
b

9

d
C

e

f

図3.ハ マ ニ ガ ナ の 略 画

a.花 、b.葉(複 葉)、c.葉 柄 、d.花 茎

e.茎 、f.根 、g.現 地 表 ・

Fig.3.Asketchofj惚 γ客s7ゆ6窩

a.flowers,b.Compoundleaf,c.petiole,d.scape,

e,stem,f.roots,g.presentgroundsurface.

は低 い が 、 掘 っ て み る と、 砂 に次 々 と埋 もれ て い

て、 不 定 根 の 発生 、 枝 の 株 立 ち が 目立 ち、 花 つ き

も良 好 で 、 旺 盛 な 生 育 ぶ り を示 す(図11参 照)。

裸砂 地 を除 い て 、 第1砂 丘 の 砂 丘 頂 か ら海側 部

分(帯 状 区47～82m)の 植 生 は 、 表 一11に 示

した とお りで あ る。

第1砂 丘 の 内 陸 側 の 斜 面(82～101m)で は、砂 草
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図 一4.ハ マ ボ ウ フ ウ の 地 ド 部

1、II.実 生 、III,2年 生(?)、IV～VI.数 年 生 、

a.果 皮 、b.子 葉 、c.胚 軸 、d.主 根 、e.側 根 、

f.葉 身 、9.葉 柄 、h.芽 鱗(葉i柄 基 部)、i.側 芽 、

j.1年 間 の 埋 砂 深 、k.花 軸 痕 、1.地 表 、

Fig.4.SubterraneaPpartsofG/功 忽 θ/1≠!oη/な

1,II,germinants,III,2yearsold(P),IV-VI,severalyearsold,

a,pericarp,b,cotyledons,c.hypocotyl,d,taproot,e,lateral

roots,f,1eafblades,9,petiole,h,bud・scale(baseofpetiole),

i,1ateralbuds,j,sanddepthburiedduringayear,k,inflor・

escence・scar,1,groundsurface

図 一5.コ ウ ボ ウ ム ギ

の 略 画

a.果 穂 、b.桿(葉

鞘 部)、c.褐 色 の 繊

維(鱗 片)、d.新 し

い 根 、e.古 い 根 、

f.地 下 茎 、g.走 出

枝 、h.越 冬 芽 、i.

現 地 表

Fig.5.AsketchofC㍑7α んoろoア η㎎ ∠

a,fruitingcatkin(spike),b.stem(leafsheath),c,fibre(scale),

d.newroots,e,oidroots,f,subterraneanstem,g.runner,

h,winterbuds,i,presntgroundsurface,

写 真 一4.ハ マ ニ ンニ クの そ う生(第1砂.丘 の 海

f則 、1983.9.8)

Photo.4.Thethicket

E/y〃ZπSηZO〃S.

ofadunegrass,

写 真 一5.第1砂 丘 の 海 側 の 植 生(1983.7.12)

Photo.5.Thevegetationattheseasideof

thefirstdune.

写 真 一6.ネ ナ シ カ ズ ラ の ハ マ ナ ス へ の 寄 生(19

83.9.8)

Photo.6.Parasiticα6∫ α6孟α ブo:1)o痂co:on、 配o∫α

7㎎ ¶OSα・
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表1-1.第1砂 丘 の 海 側 の 植 生(プ ロ ッ ト1、1983 .7.13)

Table.1-1.ThevegetationoftheseasideofthefirstduneatPlotI .

Species 種Dis七8nce距 離(皿)484950515255545う56575859606162636465666768697071727う747576777879808182

Woodyplan七8木 本

R。sa・ug。saハ マナス1

・N

ロ

Rubusparvifoliusナ ワ シ ロ イ チ ゴ

Herbs&grasses .草 本

Ixerisrepensハ マ ニ ガ ナ

Glehnialittoralisハ マ ボ ウ フ ゥ

Carexkobomugiコ ウ ボ ウ ム ギ ※

Elymusmollisハ マ ニ ン ニ ク

L8thyrusmari七imusハ マ エ ン ドウ

Sa18018komaroviオ カ ヒ ジ キ

Linariaj8ponicaウ ン ラ ン

Vici8amoen8ツ ル フ ジ パ カ マ

Scu七ellarias七rigillosaナ ミ キ ソ ウ

G81iu田verumvar.asiaticu皿 キ バ ナ カワ ラ マ ツ パ

Lac七ucaindicaア キ ノ ノ ゲ シ

Achilleasibiricaノ コ ギ リ ソ ウ

Artemisiastellerianaシ ロ ヨ モギ

Arabi8st;ellerivar.japonicaハ マ ハ タザ ォ

Moehringia18七erifloraオ オ ヤ マ フ ス マ

Poapra七ensisナ ガバ グサ
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C:被 痩 ・H:高 さ ・N:新 条 敬/㎡,※ エ ゾ ノ コ ウボ ウ ム ギ を 含む,mixedwi七hCarexmacrocepha18.

表 一1-2.第1砂 丘 の 内 陸 側 の 植 生(プ ロ ッ ト1)

Table・1-2.ThevegetationoftheinlandsideofthefirstduneatPlotI .

Species

Woodyplant8

Rosarugosa

Rubusparvifolius

Herbs&grasses

Garexkobo田ugi

Elymus皿011is

La七hyrusmaritimus

Linari8japonica

Viciaamoena

Scutellarias七rigillosa

Galiumverumvar.asiaticum

■ac七ucaindica

Achilleasibirica

Arabisstelleriv8r.japonic8

Moehringialateriflora

Poapratensis
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Taraxacumofficinale
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Cuscu七ajaponica
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。 試 験 地Experimen七81quardra七es
.

が 種 数 ・被 度 と もい ち じる し く減 少 し、 内 陸 草 本

(砂 草 に 対 して)が 優 勢 と な る。 と くに、ナ ガ パ グ

サ 、 イ ワ ノガ リヤ ス 、 ヒメ イ ズ イ、 オ オ ヨモ ギ の

被 度 が 高 い。

しか し、 砂 草 の ナ ミキ ソウ 、 キバ ナ カ ワ ラマ ツ

バ も、 被 度 が か な り高 い。

ネ ナ シ カ ズ ラ が 、 ハ マ ナ ス をは じめ 、 草 本 に も

寄 生 して い る(写 真 一6)。

木 本 で は 、 ハ マ ナ ス の 地 上 茎 が 高 くな り、 被 度

も大 き い。 ナ ワ シ ロ イ チ ゴ も、 ほぼ 一 様 に生 育 す

る。

こ の 斜 面 に お け る植 生 の現 況 は 、 表 一1-2に

示 した とお りで あ る。

第2砂 丘 の 緩 傾 斜 の 海 側 斜 面(101～127m)に

お い て は 、 低 い部 分 に は ハ マ ニ ンニ クが 繁 茂 して、

ハ マ ナ ス を欠 如 す る。 高 い 部 分 で は 、 ハ マ ナ ス、

ナ ワ シ ロ イ チ ゴの 木 本 、ナ ガ パ グサ 、オ オ ヨモ ギ 、

カ ラ フ トニ ン ジ ンな ど の草 本 が 優 占 す る。

一71一



知床博物館研究報告 ・.第6集 ・1984

表13.第2砂 丘 の 海 側 の 植 生(プ ロ ッ ト1)

Table.13.Thevegetationoftheseasideofthe secondduneatPlotI.

Species 種Dis七ance距 離(m)IO25456789110 lll:L2115:L41516:L71819120121222三5242526127
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Moeh:Pingiala七eriflora
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Calamagrostis:Langsdorffii

Taraxacumofficinale

CoeloPleurumlucidum

Geraniumerianthus

Liliummacul8tumsubsp.

Conioselinumkam七schaticum

Sedumverticillatum

Phleumpra七ense

Calys七egiajaponica

Viciacracca

Fri七illariacamtscha七censis

Steユ1ariaradicans

Cuscutajaponica

木 本
ハマナス

ナワシロイチゴ

エゾノコリンゴ

草 本
ハマニンニク

ツルフジバカマ

ナ ミキソウ

キバナカワラマツバ

オオヤマフスマ

ナガパグサ

ヒメイズイ

オオヨモギ

イワノガリヤス

セイヨウタンポポ

エゾノシシウド

チシマフウロ
daVUricum エゾスカシユリ

カうフトニンジン

ミツバベンケイソウ

オオアワガエ リ

ヒルガオ

クサフジ

クロユ リ

エゾオオヤマハコベ

ネナシカズラ
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表14.第2砂 丘 の 内 陸 側 の 植 生(プ ロ ッ ト1)

Table.14.ThevegetationoftheinlandsideofthesecondduneatPlotI.

Species 種Dis七ance距 離(・) 12829150 151う2う 三5三54う556i5758i59].40 141424i54445奪6474849150 15152
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この 海 側 斜 面 に お け る帯状 区 の 植 生 は 、 表1

3に 示 した とお りで あ る。

第2砂 丘 の 内陸 側 の 斜 面(127～152m)で は、 ナ

ガパ グ サ お よび エ ゾ オ オ ヤ マ ハ コベ が 様 に高 い

被 度 を示 し、 オ オ ヨモ ギ 、 ヒル ガ オ 、 ネナ シ カ ズ

ラ も出 現 頻 度 が 高 い。 キバ ナ カ ワ ラマ ツバ 、 イ ワ

ノガ リヤ ス、 エ ゾ ノ シ シ ウ ド、 エ ゾス カ シユ リ、

クサ フ ジ な どはや や群 状 に生 育 す る。

木 本 で は、 ハ マ ナ スの 地 上 茎 が 高 い が 、 被 度 ・

新 条 数 と も低 減 傾 向 に あ る。 ナ ワ シ ロ イ チ ゴは 、

一72一



表15.後 背 低 湿 地 の 植 生(プ ロ ッ ト1)

Table.15.ThevegetationofthewetsoilatPlotI.
、

Specie8
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N
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表 一2.プ ロ ッ ト1に お け る地 形 別 の 種 数

Table.2.NumberofspeciesateachsmalltopographyatPlotI.
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合 言† ワOO七al* 18 26 24 22 25

*全 種 数To七alnumberofspecies:48
,**ネ ナ シ カ ズ ラCuscu七ajaponica.

「

ほ ぼ一 様 にみ られ る。 マ ユ ミの小 さい そ う林 も存

在 す る。

こ の 斜 面 の 植 生 は 、 表 一1-4に 示 した とお り

で あ る。

第2砂 丘 の 内陸 側 の 、 釧 網 本 線 まで の 後 背 低 湿

地(152～194m)に お い て は、 ヨ シ が繁 茂 して い

る。 こ こ に お い て も、 ツ ル フ ジバ カ マ 、 キバ ナ カ

ワ ラマ ツバ 、 エ ゾ ス カ シ ユ リな どの 砂 地 型 の 草 本

.が み られ る。 また 、 ナ ガ パ グサ 、 オ オ ヨモ ギ、 エ

ゾオ オ ヤ マ ハ コベ 、 クサ フ ジ、 ヤ マ ア ワ な どが か

な り優 占す る。'

木 本 の ハ マ ナ ス は 、 こ こ に お い て も、 草 本 に 埋

没 しな が ら生 育 して い る。

低 湿 地 に お け る植 生 は、 表1-5に 示 した と

お りで あ る。

以 上 の 、 プ ロ ッ ト1に お け る帯状 区 の 植 生 を、

地 形 別 ・生 活 形 別 に ま とめ る と、 表 一2の よ うに

な る。

プ ロ ツ トII

汀 線 に つ づ く裸 砂 地 は 、 幅 が 約23mで あ.ったま

こ の前 浜 部 分 の 漂 流 物 に つ い て は、 プ ロ ッ ト1と

同 様 で あ る。

砂 草 は24mあ た りか ら出 現 し、 第1砂 丘 の 丘 頂

まで 、 ハ マ ニ ンニ ク と と もに、 ハ マ ニ ガ ナ 、 コ ウ

ボ ウ ム ギ、 ハ マ エ ン ドウ 、 キバ ナ カ ワ ラマ ツバ 、

*プ ロ ッ トIIに お け る裸 砂地 の幅 が 約23mで あ っ た こ とは、

プ ロ ッ ト1の そ れ の約45mと 比 較 して かな り狭 い値 で あ る

が、 この こ とは地 形 の 違 い に加 えて、 測 定 時 の潮 位 の違 い

に も影響 され た と推 測 され る。
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表 一3-1.第1砂 丘 の 海 側 の 植 生(プ ロ ッ トII、1983.7.14)
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表3-2.第1砂 丘 の 内 陸 側 の 植 生(プ ロ ッ トII)
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ナ ミキ ソ ウ、 ウ ンラ ン、 ツル フ ジバ カ マ な どが繁

茂 す る。

ウン ラ ン6乙勿α;吻メ砂o航 のの 若 い個 体 を掘 出 し

た ら、 地 下 部 に伸 長 しつ つ あ る芽(越 冬 芽 の 一 形

態 とみ られ る)が み られ た(図 一6)。

ハ マ ニ ンニ ク は、 と くに 浜 堤 部 で 繁 茂 し、 分 岐

した地 下 茎 が深 くま で み られ た(図 一9B、 写

真 一4参 照)。

ハ マ エ ン ドウ 伽 吻 γπS〃Z伽 加Z襯 は、 つ る性'

の茎 が 長 く深 く地 中 に 入 り、 か な り木 化 して い て 、

木 本 の 地 下 茎 の よ うで あ る(図 一9-C参 照)。

第1砂 丘 の海 側 斜 面 に は 、 オ オ ヨ モ ギ、 オ オ ヤ

マ フ スマ な どの 内 陸 型 の 草 本 が 、 砂 草 と混 生 す る。

ハ マ ナ ス は 、 浜 堤 部 か ら出 現 し、 プ ロ ッ ト1と

同 様 に、・砂 草 と混 生 しつ つ 、 小 群 単位 で 旺盛 に生

育 して い る。

裸・砂 地 を除 い て、 第1砂 丘 の 丘 頂 か ら海 側 部 分

(帯状 区23～62m)の 植 生 は、 表 一3-1に 示 し
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表33.第2砂 丘 の 海 側 の 植 生(プ ロ ッ トII)

Table.33.Thevegetionoftheseasideofthe secondduneatPlotII.
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表 一一34.第2砂 丘 の 内 陸 側 の 植 生(プ ロ ッ トII)

Table.34.Thevegetationoftheinlandsideofthe secondduneatPlot II.
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た とお りで あ る。

第1砂 丘 の 内 陸 側 の 斜 面(62～91m)に お いて

は、 砂 草 が減 少 して 、 内陸 草 本 が 増 大 して くる。

木 本 で は つ る性 の ナ ワ シ ロ イチ ゴ、 ツル ウメ モ

ドキが 長 くほ ふ くす る。

草 本 で は、 キ バ ナ カ ワ ラマ ツ バ 、 ナ ミキ ソ ウ、

オ オ ヨ モ ギ が 、 ほ ぼ 一 様 に生 育 し、 帰 化 植 物 の ナ

ガ パ グサ6Poπ ρ忽 侃s勾 の 繁 茂 が い ち じる しい。

ナ ガ パ グサ の地 下 部 をみ る と、 図7に 示 した

よ う に、 走 出枝(地 下 茎)が 浅 く、 密 に、 長 く地

中 を は っ て、 と ころ ど こ ろで 地 上 茎(桿)を 出 し

て い る。

ハ マ ナ スの 地 上 茎 は 高 くな り、 新 条 数 も多 い が 、

図 6.ウ ン ラ

の 略 画
ロ

a.茎 、b.

没 し た 茎 、

c.越 冬 芽 、
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新 条 は短 か め で あ る。

この 斜 面 の 植 生 は、 表3-2に 示 した とお り

で あ る。

第2砂 丘 の 海 側 斜 面(91～125m)は 、 緩 傾 斜 で

あ り、 部 分 的 にハ マ ニ ンニ クの よ うな砂 草 もみ ら

れ るが 、 全体 と して は 内陸 草 本 が 繁 茂 す る。 ナ ガ

パ グサ 、 オ オ ヨモ ギ、 ヒメ イズ イ、 エ ゾ オ オ ヤ マ

ハ コベ が 目立 つ 。 そ れ で も、 キ バ ナ カ ワ ラマ ツバ 、

ナ ミキ ソ ウ、 ツル フ ジバ カ マ 、 エ ゾ ス カ シユ リな

どの 砂 地 型 の もの もみ られ る。

ハ マ ナ ス は 、 高 さ100cmを こ え る もの もあ るが 、
コ

被 度 は 減 少 し、新 条 の 数 ・長 さ と も小 さ く、 地 下

部 か らの 新 条 は ほ とん どみ られ ない(図12参 照)。

この 緩 斜 面 に お け る帯 状 区 の植 生 は、 表3

3に 示 した とお りで あ る。

第2砂 丘 の 内陸 側 の 斜 面(125～167m)に は 、

エ ゾ ノ コ リン ゴrル 勉1πsろ α66α 如va「.

規 αηみ 傭 厚 昭 ノの そ う林 が あ り、 幅12m、 高

さ280cmに 達 す る もの で あ る。 林 内 の 草 本 は疎 で

あ っ て 、 ミツバ オ ウ レ ン、 フ タバ ム グ ラ(?)の よ

う な森 林 の 林 床 に み られ る もの が生 育 す る。 こ の

そ う林 は 、 第2砂 丘 に広 く散 在 し、 長 径20m以 上

の もの もあ る(写 真7)。

そ う林 以 外 の 場 所 で は 、 ナ ガパ グ サ 、 オ オ ヨモ

ギ、 ヒメ イ ズ イ、 イ ワ ノガ リヤ ス、 エ ゾ オ オ ヤ マ

ハ コベ な どが ほぼ 一 様 に 生 育 す る。 秋 に は、 カ ラ

フ トニ ンジ ンrCoη ガos6〃 ηπ初 んα〃〃∫61z一

α〃6π 刎 が 繁 茂 して い た(写 真8)。

写 真7.マ ユ ミ(手 前)と エ ゾ ノ コ リ ン ゴ(後

方)の そ う林(1983.7.12)

Photo.7.ThicketsofEπoη 甥z鷹sゴ6∂0/0勿 η鷹(front)

and漁/zだ ろごz66α孟ごzvar.㎜ 〃zみ1zz〃ガ6α(back).

図7.ナ ガ パ グ サ の 略 画

a.果 穂 、b.程 、c.走 出 枝(地 下 茎)、d.節 、

e.根 、f.地 表

Fig.7.AsketchofPoα/)槻'例 ∫乞∫.

a.spike,b.stem,c.runner(subterraneanstem),

d.nodes,e.roots,f.groundsurface.

写 真8.カ ラ フ トニ ン ジ ン の そ う 生(第2砂 丘 、

1983.9.8)

Photo.8.ThethicketofCo痂os〃 ηπ〃z

んα〃zお漉 α'ゴ6π〃z.

写 真9.ハ ル ニ レ の 風 衝 ・ 多幹 株(プ ロ ッ トII、

1983.9.8)

Photo.9.Thewind-swept,multiple-trunked

Japaneseelm,α アη粥 磁 加4忽 襯var.グ 砂oη 磁.
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表 一4.プ ロ ッ トIIに お け る地 形 別 の 種 数

Table.4.NumberofspeciesateachsmalltopographyatPlotII.

地 形 田opography第1砂 丘 ls七dune 第2砂 丘2nddune

植 物Plan七
海 側S
eas■de 、n、a盤9生deSe響s饗he、n、a盤9窪de

木 本

草 本

Herbs&

grasses

Woodyplan七s

砂 丘 草本Dune-dwellers

内陸草 本Inland-dwellers

自生種

外来種

寄生種

工ndigenous

Exo七ic

Parasi七ic**

2

14

7

5

2

0

4

8

15

2

2

1
一

1

5

6

17

7ク

ス
ノ

ー

1

5

5

18

=ノ

2

1

1

合 言f To七al* 25 27 26 28

*全 種 数To七alnumberofspecies:51
,**ネ ナ シ カ ズ ラCuscu七ajaponica.

ネナ シ カ ズ ラは 、 プ ロ ッ トIIで も、 第1砂 丘 の

丘 頂 か ら内陸 へ か け て 、 広 くみ られ 、 ハ マ ナ ス ほ

か に 寄 生 して い る。

こ こに は、 ハ ル ニ レが1株 み られ 、 多幹 株 を形

成 し、 樹 冠 直径4m余 、 高 さ350cmの 風 衝 樹 形 を

呈 して い る(写 真 一9)。

ハ マ ナ ス は 、 や や 被 度 が 小 さ く、 高 さは100cm

前 後 で あ り、 新 条 の 長 さ ・数 と も小 さ い 。

この 内 陸 側 の緩 斜 面 の 植 生 の現 況 は、 表 一3-

4に 示 した とお りで あ る。

以 上 の 、 プ ロ ッ トIIに お け る帯 状 区 の 植 生 を、

地 形 別 ・生 活 形 別 に ま とめ る と、 表 一4の よ うに

な る。

考 察

上述の調査結果を、砂地(地 表)の 安定度 と植

生の違いとから、以下の ように考察 した。っまり、

地形的には飛砂地 と安定砂地 とに区分 し、植生的

には砂丘草本 と内陸草本 とに区分 した。

飛砂地 における植生

飛砂地は、第1砂 丘の丘頂か ら海側の部分であ

る。ここの地形(海 浜断面)を 、福本ほか(1983)

に従って、微地形的に区分すると、図8の よう

になる。

砂の移動は、オホーツク海から打上げられた、

前浜の裸砂が供給源である。その時期は、冬季問

が主であると考えられるが、厳冬季には積雪や流

氷の着岸のために砂の移動は生 じに くいはずであ

る。 お そ ら く、 お もに晩 秋 ～ 初 冬 にか け て 、 飛 砂

が 生 じるの で あろ う。

裸 砂 地 帯 の 狭 さ、 砂 草 の 繁 茂 、 移 動 期 間 の短 か

い こ と、 海 か らの風 の 弱 さ(主 風 は 内 陸 風 、 藻琴

山 お ろ し、 斜 里 岳 お ろ し)な どが制 限 因 子 とな っ

て 、 年 間 の 飛 砂 の 量 は そ れ ほ ど多 くな い はず で あ

る。

後 浜 、 浜 崖 お よび 浜 堤 に お け る、 植 物 の 地 下 部

の 埋 没 深 か らみ た 堆 砂 量 は 、 過 去 数 年 間 に つ い て

は 、 お お よそ10cm/年 前 後 で あ る。 た だ し、 これ

とて も、 ず っ と堆 積 しつ づ け て きた の で は な く、

お そ ら く数10年 に1回 くらい の 割 合 で 、波 浪 に よ り、

あ るい は 強 風 に よっ て 、 侵 食 され て きた の で は あ

る ま い か 。

飛 砂 の 堆 積 に対 す る、砂 丘 草 本 の対 応 をみ る と、

図 一3～6に 既 に示 した よ う に、 砂 中 を貫 いて 地

上茎 を出 す 、 不 定 根 を発 生 させ る、 発 達 した 地 下

茎 を もつ 、 越 冬芽(な い し予 備芽)を 地 中 の浅 く

に'も深 くに も もつ 、 実 生 繁 　直が稀 で あ り、 栄 養 繁

殖 が ふ つ うで あ る、 な どの 特 徴 を も っ て い る。

こ れ らに つ い て は 、既 にCOWLES(1899) 、 吉 井

(1916)、 桑 原(1966)、 斎 藤(1971)、 斎 藤 ・束(19

71)な どが指 摘 して い る。 つ ま り、 海 岸 砂 丘 の 植

物 は、 砂 の埋 没 に対 して、 縦 型 の 適 応 形 態 を示 し

て い る、 とい え る。 この 適 応 形 態 を模 式 化 す る と

図 一9の よ うに な る。

この 耐 埋 没 性 は 、 む しろ、 好 埋 没性 は、 砂 丘 に

生 育 す るた め に は 不 可 欠 の 要 素 で あ る。 そ して 、
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図 一8.第1砂 丘 の 海 側 に お け る 海 浜 断 面 と植 生

Fig.8.Thebeachprofilesandvegetationattheseasideofthefirstsanddunes.

A.foreshore,B.backshore,B1.front,B2.center,B3.back,C.cliff,D.bank,D1.front,

D2.back,E.sanddune,Rr.」 配osα γ㎎o∫ α,Pp.Poα 卸 　'6ηs毎Em.E砂 勉 πs7ηo〃 毎

Dp.duneplantsand(herbsandgrasses).

耐塩風性のような性質は、好埋没性に比較すれば、

む しろ、二次的なものである、 とさえ考えられる。

もちろん、 クチクラ層の発達 した茎や葉は、塩風

や、砂地表層の急激な温度変化 ・水分変化 に対 し

て、きわめて有効であろう。

木本のハマナスにしても、埋没す ることにより、

地下茎によるよりも、旺盛に飛砂地に生育 してい

る(図 一11参 照)。

安定砂地における植生

第1砂 丘の丘頂から内陸側は、安定砂地である

とみなされる。つまり、第1砂 丘の内陸側から第

2砂 丘まで、現在は飛砂がほとんどないし全 く生

じていない場所である。

十壌母材は海成砂であるが、この砂丘、 とくに

第2砂 丘には、比較的浅 くに、火山灰層が介在す

る。そ して、これは北海道火山灰命名委員会(19

82)に よると、カムイヌプ リ起 源 の もの(Km-

5a、500年 前)と みられる。 この層は、 ところど

ころに露出し、とくに展望台の歩道で明らかである。

この安定砂地においては、内陸草本が繁茂 し、

図 一7に 既 に示 した よ う に、 多年 生 草 は 地 下 茎 な

い し鱗 茎 に よ る栄 養 繁 殖 を して い る。 そ して、 そ

の 繁 殖 方 式 は 、 図 一10の よ う に模 式 化 され る。

これ らの繁 殖 方 式 は 、 一 言 で い え ば 、 横 型 で あ

る。 地 下 茎 、鱗 茎 、 球 茎(偽 球)、 根 茎 の い か ん を

問 わ ず 、 こ の 方 式 に よっ て 繁 殖 し、 競 争 して い る

の が 、 内陸 草 本(砂 草 で は な い)で あ る、 とみ ら

れ る。

こ こ に み られ る砂 丘 草 本 は 、 か つ て の飛 砂 地 に

繁 茂 して い た もの の 残 存 で あ り、 砂 地 の 安 定 後 も

縦 型 の 栄 養 繁 殖 に よ り、 横 型 繁 殖 の 内陸 草 本 に追

わ れ なが ら も、 細 々 と生 存 しつ づ け て い る もの で

あ る、 とみ な され る。 ハ マ ナ ス と て も、 例 外 で は

な い(表2、4参 照)。

比 較 的 少 な い 飛 砂 量 、 冬 季 の 積 雪 、 火 山 灰 層 の

介 在 な どが 、 こ この 砂 丘 を 安 定 した もの に し、 内

陸 草 本 の 繁 茂 を もた ら した と考 え られ る(東 、19

68;斎 藤 ・東 、1971;福 本 ほ か 、1983;成 瀬 ほか 、

1983)。 好 河 畔 性 の ハ ル ニ レの 存 在 は、 こ れ を明 ら

か に して い る(写 真 一9参 照)。
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図 一9.砂 丘 植 物 の 、 飛 砂 に よ る 埋 没 に 対 す る 適 応 形 態(模 式 図)

A.ハ マ ボ ウ フ ウ 型 、B.ハ マ ニ ン ニ ク 型 、C.ハ マ エ ン ドウ 型

a.茎(な い し地 下 茎)、b.葉 身 、c.葉 柄 、d.根(不 定 根)、e.葉 痕(お よ び 芽 鱗 痕)、f.越 冬 芽

(な い し予 備 芽)、0.現 地 表 、1.1年 前 の 地 表 、II.2年 前 の 地 表 、 、D.1年 間 の 堆 砂 深

Fig.9.Adaptationofduneplantstotheburialbydriftingsands(schematic).

A.G1盈iη 勿1魏oη ぬB.E砂 〃zπs〃zo〃 ゑs,C.五 α'勿 γ%s〃zα癬 加 πS

a.stem(orsubterraneanstem),b.1eaf(1eaf-blade),c.petiole,d.roots(adventitiousroots),e.leaf・scars(and

scale・scars),f.winterbud(orreservebud),

・0 .presentgroundsurface,1.surfaceofl-yearago,II.surfaceof2-yearsago,,

D.sanddepthburiedduringayear.

また、近 い過去における牛馬の放牧、たび重な

った鉄道沿線火災などによる植生の破壊は、砂丘

草本 より内陸草本の方に強いインパ クトを与えつ

づ けてきた、 と考えられる。この人為的な作用が

「原生花園」というものを形成 してきたのである。

それゆえ、ハマナスおよび砂草の繁茂ないし健

全な安定を望むのであれば、かつて砂丘が形成さ

れたような規模での飛砂が生 じるか、内陸草本を

図 一10.内 陸 型 の 多 年 生 草 本 の 栄 養 繁 殖 方 式(模

式 図)

A.ノ ビル 型 、B.ラ ン料 の1種 型 、C.ナ ガ

パ グサ 型

a.地 表 、b.根 、c.鱗 茎 、d.偽 球 、e.地 下茎

Fig.10.Thevegetativepropagationoftheinland,perennialherbsandgrasses(schematic).

A.、4〃 π〃z㎜oγos!6〃zα η,B.Orchidaceaesp.,C.Poα ヵη 陀ηs♂s,

a.groundsurface,b.roots,c.bulb,d.corm,e.subterraneanstem.
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除去ないし減殺する人為 を必要 としよう。

砂丘の形成 ・砂草の繁茂、砂丘の安定 ・内陸草

本の進出という、2つ の組合わせの うち、小清水

町海浜植生の大部分の現在は後者の段階である、

ということができる。そ して、海沿いの狭い部分

においてのみ、現在 も、飛砂 ・砂草の組合わせが

みられるのである。

要 約

オホーック海に面 した小清水町原生花園におけ

る砂丘植生の現況を調査 して、次のようなことが

明らかとなった。

1.汀 線に平行 して、2つ の砂丘があ り、海側の

第1砂 丘の丘頂をほぼ境界 として、その海側

と内陸側では植生が異なっている。

2.第1砂 丘の丘頂から海側は、飛砂地であ り、

ハマニンニクをは じめ とす る、好埋没型の砂

丘草本が繁茂 している。裸砂地が狭 く、飛砂

量が少ないのは、冬季の積雪や流氷に由来 し、

草本の繁茂による砂地の安定に も由来すると

みられる。

3.そ の内陸側は、安定砂地であ り、ナガパグサ、

イワノガ リヤス、オオ ヨモギ、カラフ トニン

ジンなどの内陸型の、多年生の草本が繁茂 し

ている。

4.第2砂 丘には、エゾノコリンゴ、マユ ミなど

のそう林が散在 し、ハルニレのような好河畔

樹 もみられるbこ れらの根張 りは、介在する

火山灰層に関係するとみ られる。

5.砂 地の植物の栄養繁殖は、飛砂地の砂草は埋

没に対 して縦型の、安定砂地の内陸草本は横

型の方式をとっている。飛砂がやむ と、砂草

は内陸草本に漸次 に置換 されてい く傾向にあ

る。

6.調 査地ふ きんに観察された植物は、付記1.

植物 目録に示 したとおりである。木本が11種 、

草本が71種 である。

7.ハ マナスは、付記2に 記 したように、飛砂地

では主 として埋没 ・不定根発生方式の栄養繁

殖 をし、小群状のそう生株を形成 して、砂草

に対 しても優勢である。安定砂地では、地下

茎方式の、ササ型の栄養繁殖 をし、内陸草本

の繁茂に対 しては劣勢である。

付 記1植 物 目録

ApPendix1.Alistofplantsaroundtheplots

investigated

調 査 プ ロ ッ トに生 育 して い た植 物 の ほ か 、 原 生

花 園 一 帯 で観 察 され た植 物 も記 載 した 。 た だ し、

筆 者 の 観 察 が 主 体 で あ るた め 、 実 際 に この 地 域 に

生 育 して い る種 数 よ り も、 か な り少 な め で あ る。

分 類 お よび 記 載 につ い て は、 主 と して 大 井(19

65)*に 従 っ た 。

Woodyplants

Choripetalae(Angiospermae,Dicotyledoneae)

Salicaceae

Sα1跳 伽1`θ ηガvar.伽9%s渉 加1勿KIMURA

∫ 捌 功 勿 αANDERS.

Fagaceae

伽zα お 挽oηgo1磁var.9γossθsθ γ忽 πREHD.etWILs.

Q.46忽 α如THUNB.

Ulmaceae

α 〃zπs磁 加 漉朋 αvar.ブ ψo忽oαNAKAI

Rosaceae

翫 ろπsヵα70加1酪LINN.

Rosα7πgosαTHUNB.

木 本

離弁花亜綱(被 子植物亜門、双子葉植物綱)

ヤナギ科

エゾノバッコヤナギ(エ ゾノヤマネコヤナギ)

キツネヤナギ

ブナ科

ミズナラ

カシワ

ニレ科

ハルニレ(ア カダモ)

バラ科

ナワシロイチゴ

ハマナス

*大 井 次 三 郎 、1965日 本 植 物 誌(顕 花 編).1,560pp.,至 文 堂.
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ルZα1πsろ α66認 πvar.〃z侃4s加 γガoαC.K.SCHN.

Celastraceae

α ∠αs〃%soγ ろガoπ彪'πsTHUNB.

E%oη 夕〃zz4sα 如'z4sSIEB.

E.sゴ θろ016!ゑαηz4∫BLUME

エ ゾ ノ コ リン ゴ

ニ シ キ ギ科

ッル ウ メ モ ドキ

ニ シキ ギ

マ ユ ミ

(サ ンナ シ、 ヒロパ オ オ ズ ミ)

Herbsandgrasses

Calamophyta(Pteridophyta)

Equisetopsida

Equisetaceae

E卿 ∫伽 〃z伽zo∫ π〃　LINN.

Spermatophyta

Angiospermae

Dicotyledoneae

Choripetalae

Polygonaceae

1～%〃z齪o:66'os6〃 αLINN.*

P∂ 塘o鰍 〃z4π 〃z6!oγ襯LINN.*

Chenopodiaceae

5跳o如 ん0〃Zα70加ILJIN.

C舵 ηψo漉 π窺 α1ろπ吻var.oθ 窺70γ πろγπ初MAKINo*

Caryophyllaceae

1レZo6乃ガ㎎ ガα 」α'6γ加07とzFENZL.

S'6〃 αγゑsπz4ガα〃2sLINN.

.D加 伽 ∬ ψ6γ ろπsLINN.

Ranunculaceae

Co/)ガs〃 〃わ1毎SALISB.

銃6z1ガo〃z4〃z6z(1z〃1囎 〃わ1ガz6〃2var.〃z孟6γ初 α!ガz6〃zNAKAI

Papaveraceae

C加1ガ40珈 〃　〃　碗 ∫var.αs磁6襯OHWI

Cruciferae

/1πzろゑ∫s'6〃6γガvar.刀/)07zガ6αFR.ScHMIDT

/1γ〃zoη6ゑα γz6∫'ゴoαηsGAERTN.*

Crassulaceae

S6伽 切 麗 〃6〃 認 辮zLINN.

Rosaceae

P∂ 競 渉〃 α加9α γガoガ46svar.脚/り γMAXIM.

諏 η9嬬oγ ろα 競 π⑳1毎var.α1ろ αTRAuT～ ㌃etMEY .

且9γ鋤o伽 〃osαLEDEB.

Leguminosae

Lα 漉夕γz4s〃zαγガ!勿zz4sBIGEL.

τノ76毎o〃zo6η αFISCH.

草 本

トクサ門(シ ダ植物門)

トクサ綱

トクサ科

ミズ ドクサ

種子植物門

被子植物壷門

双子葉植物綱

離弁花亜綱

タデ科

ヒメスイバ*

ツルタデ*

アカザ科

オカヒジキ

アカザ*

ナデシコ科

オオヤマフスマ

エゾノオオヤマハコベ

エゾカワラナデシコ

キンポウゲ科

ミツバオウレン

カラマツソウ

ケシ科

クサ ノオウ

アブラナ科

ハマハ タザオ

ワサビダイコン(セ イヨウワサビ)*

ベンケイソウ科

ミツバベ ンケイソウ

バラ科

キジムシロ

ナガボノシロワレモコウ

キンミズヒキ

マメ科

ハマエン ドウ

ツルフジバカマ

*外 来(帰 化)植 物 Exoticplants(naturalizedplants)
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γ07α060:LINN.

7物 γ〃　o餌 ∫1π卸o魏 ∫LINK

Geraniaceae

G6π 〃zガz6〃zθ万ごz7z!乃z6〃zDC.

Violaceae
　

"o如 枷 繍 伽 嬬WBECKER

Onagraceae

O6ηo漉67召 ろガ6η忽sLINN.*

Umbelliferae

PZ6%70sカ6γ 〃zπ〃z6α 〃zお6加'♂oπ〃zHOFFM.

G1餉 痂 α1魏oπz1ゑsFR.SCHM.

jL忽z6∫ガ6z〃z∫60ガ6z4〃zLINN.

Coθ1ψ 勧7襯1πo勧 〃　LINN.

Coη ゴos61〃zz4〃zん6z〃zお6乃6zガα4〃zRUPR.

ノ1η961磁 撚 加 αMAXIM.

Sympetalae

Convolvulaceae

Cπs傭 α加o航 αCHOISY

α 細 ¢ψ 加o航 αCHOISY

Boraginaceae

.ル12π6ηsガごz〃zαγ方ガ〃zαsubsp.ごzsガ ごzガ6αTAKEDA

Labiatae

S6痂 〃 αγ毎s厩9〃osαHEMSL.

S彪o勿sγ ガ認 θγ1var.加 渉6γ〃z6認αKITAM.

Scrophulariaceae

五伽 磁 グαρo航 αMIQ.

Plantaginaceae

P伽 孟召goo翻 な伽'20αCHAM.

Rubiaceae

Gα1ガ雛2紹 γπ〃zvar.αs磁 ガ6〃〃zNAKAI

/1s/)6γz6Zα040πz孟o:LINN.

飾 伽'ゑs4伽sαWILLD.(P)

Campanulaceae

/146η01励oπz〃 ψ ぬ夕〃ごzsubsp.α1ク67ガ6α 〃zjクごz多ηz泌ごz如KITAM.

Compositae

Soη 漉 πsろ ηo勿o!♂ ∫DC.

ム16γゑszθ1う侃sA.GRAY

乙6z6'z4αz〃26だoαLINN.

研67αoガz4〃zz4〃zろ6〃α'z4〃zLINN.

距 燃 α6㈱(膨 碗 α16WEBER*

/1γ'6〃zぽsガαs渉θ〃θγガα多zαBEss.

/1.〃zo窺 α多zαPAMP.

/10勿 〃6αsガろ〃ゴ60LEDEB.

Eγゴ96γoη 伽zηz4z6sPERS.*

クサ フ ジ

セ ン ダ イハ ギ

フ ウ ロ ソ ウ科

チ シマ フ ウ ロ

ス ミレ科

ス ミレ

ア カ バ ナ 科

ア レチ マ ツ ヨ イ グサ*

セ リ科

オ オ カサ モ チ

ハ マ ボ ウ フ ウ

マ ル バ トウ キ

ェ ゾ ノ シ シ ウ ド

カ ラ フ トニ ン ジ ン

エ ゾニ ウ

合 弁 花 亜 綱

ヒル ガ オ科

ネナ シ カ ズ ラ

ヒル ガ オ

ム ラサ キ科

ハ マ ベ ンケ イ ソ ウ

シ ソ科

ナ ミキ ソ ウ

イ ヌ ゴマ

ゴ マ ノパ グサ 科

ウ ン ラ ン

オ オ バ コ科

エ ゾ オ オ バ コ

ア カ ネ科

キ バ ナ カ ワ ラ マ ツバ

クル マ バ ソ ウ

フ タバ ム グ ラ(?)

キ キ ョウ科

ッ リガ ネニ ン ジ ン

キ ク科

ハ チ ジ ョウ ナ

ハ マ ニ ガ ナ

ァ キ ノ ノ ゲ シ

ヤ ナ ギ'タン ポ ポ

セ イ ヨウ タ ン ポ ポ*

シ ロ ヨモ ギ

オ オ ヨモ ギ(ヤ マ ヨモ ギ)

ノ コギ'リソ ウ

ヒメ ジ ョオ ン*
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So1ガ4α90加 ㎎ α・απz6αvar.1♂06π γ加MIQ.

Monocotyledoneae

Gramineae

E砂 〃zπs〃zo〃sTRINIus

、P㍑α6〃zメ)アzz云のzs6LINN.*

Cα ∠α〃zα970s'ゑs乙伽9∫40励 ゴTRIN.

C.ψ 忽6ガo∫ROTH

Dとz6砂1ぽsglo〃z6πz孟αLINN.*

Po砂 纏6癬sLINN.*

乃 η9〃z舵s60〃z〃z襯 乞sTRIN.

ル万∫6α窺 伽 ∬ 勿6ηs乞sANDERS.

Cyperaceae

C駕 鷺oろo初 卿OHWI

C枷0700励 伽WILLD.

Csp.

Liliaceae

H9耀 γ06α〃s癬 ゴ46η40励 ゼTRAuT～ ㌃etMEY.

H漉z粥 ろ6怨 ガBAKER

Po㎏ αηα!z6〃z伽御 〃6FISCHER

/1〃z6〃z〃zα670s渉6〃zoηBUNGE

・4s勿 観9π ∬ 漉oろ θγガoガ46∫KUNTH

五ゴ1ゴπ〃2〃zπo拓 α'%〃zsubsp.4α 捌 γゴ6π〃zHARA

F沈 〃 αγガαoα〃zお6加:'oθηsゑsKER.GAWL.

Iridaceae

∫万ss6'osαPALL.

Z6η ∫磁 αvar.s1うo泓 αη6αNAKAI

ミヤ マ ア キ ノキ リン ソ ウ(コ ガ ネ ギ ク)

単 子 葉 植 物 綱

イ ネ科

ハ マ ニ ンニ ク(テ ンキ グサ)

オ オ ア ワガ エ リ(チ モ シー)*

イ ワ ノガ リヤ ス

ヤ マ ア ワ

カ モ ガ ヤ(オ ー チ ャ ー ドグ ラ ス)*

ナ ガ パ グサ(ケ ン タ ッ キー ブ ル ー グ ラ ス)*

ヨシ(ア シ、 ハ マ オ ギ)

ス ス キ(カ ヤ 、 オバ ナ)

カ ヤ ツ リグサ 科

コ ウ ボ ウ ム ギ

エ ゾ ノ コ ウ ボ ウ ム ギ

ス ゲ属 種

ユ リ科

エ ゾ ゼ ンテ イ カ(エ ゾカ ン ゾ ウ)

エ ゾ キ ス ゲ(ユ ウ ス ゲ 、 キ ス ゲ)

ヒメ イ ズ イ

ノ ビル(ヒ ル)

キ ジ カ ク シ

エ ゾ ス カ シユ リ

ク ロユ リ

アヤ メ科

ヒオ ウ ギ ア ヤ メ

ノハ ナ シ ョウブ

付 記2ハ マ ナ ス小 考

ApPendix2.Onabriefdiscussionon

Rosarugosa

北 海 道 の 花 ・ハ マ ナ ス σ～osαγ㎎osαTHUNB.,19

78年 指 定)は 、 広 く全 道 の 海 岸 に分 布 し、 海 岸 砂

地 に 生 育 して い る。

この 付 記 に お い て は、 ハ マ ナ スの 栄 養 繁 殖 と実

生 繁 殖 につ い て 、 ま た、 砂 地 にお け る 牛 育 特 性 に

つ い て 言 及 して み た い。

ハ マ ナ スの 分 類 上 の 位 置 は 、 次 の よ うで あ る。

Rosaceaeバ ラ科

Roseaeバ ラ 族

RosαLINN.バ ラ属

E躍osαFOCKEバ ラ亜 属

C勿 襯 〃zo〃z6磁REHD.ハ マ ナ ス節

1～o∫α 捌gosαTHUNB.ハ マ ナ ス(種)

実 生 繁 殖

ふつ う、 海 岸 砂 地 に お い て は、 ハ マ ナ スの 実 生

(苗、 株)が 見 出 さ れ る こ とは きわ め て 稀 で あ る。

苗 畑(土 性 的 に は壌 土 で あ り、 砂 土 で は な い)に

お い て は 、 秋 ま き(取 りま き)に よ り、 よ く発 芽

し、1年 め の 秋 に は高 さ30cm以 上 もの苗 木 とな る。

それ ゆ え 、 種 子(た ね 、 な い し散 布 体 は、 形 態

学 的 に は 「果 実 」、GILLetal.,1974)の 不 稔i生あ る

い は そ の 発 芽 率 の低 さに 由 来 す る の で な くて、 砂

地 に お け る発 芽 の 困難 さ に帰 因す る よ う に考 え ら

れ る。 つ ま り、 海 岸 砂 地 に お い て、 競 合 者(多 年

生 草 本)の あ る場 合 に は 、 耐 陰 性 の 乏 しい こ とか

ら発 芽 して も、 生 長 で きな い 。 裸 砂 地 の場 合 に は、

地 表 か ら数cmが 乾 燥 して い るた め 、 地 表 の種 子 や

一83一



知床博物館研究報告 ・第6集 ・1984

浅 く埋まった種子は発芽できず、深 く埋 まった種

子は発芽時に砂 を貫いて子葉 を地上に持上げるこ

とができない。

発芽条件 としては、種子(果 実)が 、乾燥 しな

い土中に埋められるか、腐植層の中ないし厚い落

葉層の下に置かれるか、であろう。こうした条件

をもつ場所は、やや内陸の林縁部分、林内の無立

木部分(パ ッチ)、火山灰層をもつ安定砂丘(降 灰

裸地)、などと考えられ る。そして、ここで発芽 ・

生長 した後 に、地下茎により飛砂地にまで進んで

いく、 ということになるま

それに して も、種子散布者が必要であって、そ

れ らは、鳥類および哺乳類の果実食者であり、小

清水町海岸ふ きんにおいては、川道(1981)、 前川

ほか(1980)、中川(1981)、 米田(1981)に よると、消

化管通過型(被 食型)な いし隠匿貯蔵型の動物散

布者 として、カラス類、カモメ類、小鳥類、シマ

リス、アカネズ ミ類、キタキツネなどが予想され

る。

栄養繁殖

ハマナスの栄養繁:殖方式については、地下茎に

よる場合 と、飛砂の埋没 に対する不定根発生によ

る場合 とが考えられる。

不定根発生による群生

ハマナスの若い枝(小 枝、一年生枝)は 、砂 に

埋没すると、不定根 を発生 し、それぞれが株立ち

(ラメー ト化)し ていく。地下茎で進出 してきて、

地上茎を出し、埋砂により群生 してい く、という

図式を模式的に描 くと、図一11に 示 したようにな

る。

小群状に生育 して、いわゆるハマナス小丘を形

成す る例は、各地の海岸線によくみられる。ここ

で栄養 を貯えて、地下茎 を送 り出し、次の場所へ

進出してい く、 と予想される。

地下茎による移住

飛砂の生 じていない、安定砂丘 におけるハマナ

スでは、株(地 上茎)が 散在 し、高 く立上 ってい

る。これを掘ってみると、地下茎が きわめて長 く

地 中を走っていて、隣 りの株 どうしが同 じ地下茎

で結ばれているとは限らない。地上茎は、その寿

命が10数 年とみ られ、高い株の上部からは勢いよ

*こ の考え方については、伊藤浩司博士の示唆に

負 うところが大 きい。

い新条が伸びない し、花がつきにくくなる。

地下茎は、節(せ つ)を もち、節ごとに鱗片を

もち、鱗片につつまれた芽 をもつ。地下茎が進む

とき、 どのような条件の際に、地上茎 を地上に伸

ばすのかは不明であるが、節ごとの芽は、地下茎

が大気にさらされると、休眠をやめて開葉する。

ハマナスの地下茎繁殖 を模式的に描 くと、図

12に示 したようになる。

ナガパグサに地上 も浅 い地下 も占拠 されてしま

うと、ハマナスは衰 えて くるが(宮 木ほか、1984)、

このことは地下茎の進出や地上茎の伸出に対 して

の阻害作用によるものであろう。

ハマナスは、低木の生活形であるが、地下茎の

発達および地上茎の短かめの寿命か らみると、む

しろ、ササ型の生活形をもっている、 とみなすこ

とがで きる。

図 一11.飛 砂 地 に お け る ハ マ ナ ス の 略 画(第1砂

丘 の 海 側)

a.花 、b.葉 、c.新 条 、d.小 枝 、e.地 上 茎 、

f.予 備 芽 、g.地 下 茎 、h.不 定 根 、i.根 、

j.節 、0.現 地 表 、1.1年 前 の 地 表 、II.2

年 前 の 地 表 、III.3年 前 の 地 表

Fig.11.AsketchofRosα γπgosαonthedrifting

sanddune.

a.flower,b.1eaf,c.shoot,d.branchlet,e.

stem,f.reservebud,g.subterraneanstem,

h.adventitiousroots,i.roots,j.node,

0.presentgroundsurface,1.surfaceof

1-yearago,II.surfaceof2-yearsago,

III.surfaceof3-yearsago.
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表5.ハ マ ナ ス の 地 形 別 の 生:育 状 態(プ ロ ッ ト1)

Table.5.Rosα γ㎎ 『osαgrowingateachsmalltopographyatPlotI.

地 形
ハ マナ ス{ropography

Rosarugosa

第1砂 丘18七dune 第2砂 丘 2nddune

海 側 内 陸側
SeasideInlandside

海 側 内 陸側
SeasideInlandside

低湿 地

We七soil

被 度Cove:rageC5.5/2-4ホ

高 さHeigh七H(cm)55/25-60

新条数S豊 旛erN(N・ ・/め24/6-46

5.6/.一5

74/55-100

4・9/17-80

1。9/.一4

94/20-115

22/2-65

2.5/一 一4

76/50-120

22/1-97

2.1/.一4

64/5-170

15/1-77

距 離Dis七ance(m) =L7(65一 ・82)lg(82一 瞬101)26(IOI。127)25(127-152)42(152-194)

*平 均/最 小 一最 大 廻ean/Minimuln-Maximum

表 一6.ハ マ ナ ス の 地 形 別 の 生 育 状 態(プ ロ ッ トII)

Table.6.1～o∫ α γ㎎osαgrowingateachsmalltopographyatPlotII.

地 形
ハ マ ナ スToρography

Rosarugosa

第1砂 丘1s七 dune 第2砂 丘 2nddune

海 側 内 陸 側

SeasideInlandside
海 側 内陸 側

SeasideInlandside

被 度CoverageC

高 さ 且eigh七H(cm)

新条数S譜 壱erN(N・ ・/mう

1.2/1-4*

59/20-65

19/5-66

5.1/一 。4

48/20-75

44/1-ll6

2.4/.一4

61/15-110

21/2-71

2.4/。 一4

78/i50-140

21/1-82

距 離Dis七ance(m) 16(46-62)29(62-91) 三54(91-125)42(125一 ・167)

*平 均/最 小 一最 大Mean/Minimum -Maximum

図 一12.安 定 砂 地 に お け る ハ マ ナ ス の 略 画(第1

砂 丘 か ら 内 陸 側)

a.花 、b.葉 、c.新 条 、d.地 上 茎 、e.小 枝 、

f.地 上 の 予 備 芽 、g.地 一ドの 予 備 芽 、h.地 下

茎 、i.節 、j.根 、k.地 表

砂 地 に お け る生 育 特 性

小 清 水 町 海 岸 にお け る帯 状 区 調 査 によると、ハ マ

ナ スの 地 形 別 の 生 育 状 態 は、 表5、6の よ うに

ま とめ られ る。

これ らか らみ る と、 第1砂 丘 の 海 側(飛 砂 地)

で は、 図 一11に 示 した よ う に、 被 度 、 高 さ、 新 条

数 と もに大 ぎい 数 値 で は な いが 、 新 条 が 長 く、 地

上 茎 が 若 く、 地 下 部 が 大 き く、 勢 い が よい な どの

特 徴 を もつ 。

これ に対 して 、 第1砂 丘 の 内 陸 側 か ら低 湿 地 に

か け て(安 定 砂 地)で は、 図 一12に 示 した よう に、

高 さは 高 いが 、 被 度 、 新 条 数 と も に減 っ て い き、

新 条 が短 か く、 地L茎 が 古 く、相 対 的 に地 下 部 が

小 さ く、 勢 いが よわ い な どの 特 徴 を もつ 。

Fig.12.AsketchofRo∫ α γ㎎o∫ αonthestablesanddune.

a.flower,b.leaf,c.shoot,d.stem,e.branchlet,f.reservebudabovetheground
,

undertheground,h.subterraneanstem,i.node,j.roots,k .groundsurface.

9.reservebud
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これか らみて、ハマナスは、砂草 と同 じく、飛

砂地向 きの植物である、 といえる。安定砂地にお

いて、多年生の内陸草本が繁茂 してしまうと、本

来の特性である地下茎繁殖が抑制され、不定根に

よる繁殖 も不可能であるから、ハマナスは衰退を

余儀 な くされ るのである、 と考えられる。

参 考 文 献

荒 田 治 ・.上野 幸 一 ・内 山 幸 則 ほ か 、1979:斜 里

平 野 の 地 形 。 知 床 博:物館 研 報 、1:3140。

CowLEs,H.C.,1899:Theecologicalrelations

ofthevegetationonthesanddunesof

LakeMichigan.BotanicalGazette,27:95-

117,167-202,281-308and361-3910

CowLEs,H.C.,1911:Thecausesofvegetative

cycles.BotanicalGazette,51:161-183。

福 本 紘 ・瀬 川 秀 良 ・成 瀬 敏 郎 、1983:オ ホー ッ

ク海 沿 岸 地 域 の 海 浜 地 形 。 大 矢 雅 彦 ほ か 「寒

冷 地 に お け る平 野 の 特 性 と形 成 機 構 に 関 す る

研 究 報 告 」、p.7～14、 昭 和57年 度 文部 省 科 学

研 究 費総 合 研 究(A)。

GILL,J.D.andPoGGE,F.L.,1974:Ro∫ αL-

Rose.肋U.S.A.ForestService's"Seeds

ofwoodyplantsintheUnitedStates,"p.

732-737。

東 三郎 、1968:海 岸砂 丘 の 火 山灰 層 と林 帯 造 成

に つ い て 。 日林 北 支 講 集 、17:105～109。

北 海 道 火 山 灰 命 名 委 員 会 、1982:北 海 道 の 火 山 灰

分 布 図 。1葉 お よび 説 明書 。

北 海 道 斜 里 高 等 学 校 生 物 部 、1982:斜 里 海 岸 に お

け る地 表 性 甲 虫 の 分 布 と砂 丘 ・砂 浜 植 物 の 帯

状 分 布 に つ い て 。 知 床 博 物 館 研 報 、4:37-

47。

北 海 道 斜 里 高 等 学 校 生 物 部 、1983:斜 里 海 岸 の 上

壌 中 に お け る ダ ニ類 、 及 び 砂 丘 ・砂 浜 の植 物

群 落 につ い て ・知 床 博 物 館 研 報 、5:53-66。

上 条 一 昭 ・駒 井 古 実 ・鈴 木 重 孝 、1983:ハ マ ナ ス

を加 害 す る害 虫 。 北 林 試 光珠 内 季 報 、55:17

-21
。

川 道 美 枝 子 、1981:オ ホ ー ツ ク海 岸 林 の生 物 相 と

シマ リス の 食 性 。 知 床 博 物 館 研 報 、3:23-

33。

桑 原 義 晴 、1966:後 志 の植 物 そ の 生 態 。226

PP・

前 川 光 司 ・近 藤 憲 久 、1980:知 床 半 島 の トガ リネ

ズ ミ、 ネ ズ ミ類 の採 集 報 告 初 冬 。知 床 博

物 館 研 報 、2:39～42。

宮 木 雅 美 ・斎 藤 満 ・斎 藤 新 一 郎 ・松 岡 治 ・佐

竹 聖 一 、1984:ハ マ ナ ス を主 体 とす る海 浜 植

生 の保 全 に 関す る研 究(2)小 清 水 町 海

岸 に お け る生 育場 所 の 違 い に よ るハ マ ナ ス の

生 育特 性 。 北 林 技 研 論 文 集 、S58。

中川 元 、1981:知 床 半 島 の 鳥 類 調 査 報 告 。 大 泰

司紀 之 編 著 「知 床 半 島 自然 生 態 系 総 合 調 査 報

告 書(動 物 篇)」、p.43～79、 北 海 道 生 活 環 境

部 自然 保 護 課 。

中村 誠 、1980:斜 里 平 野 の地 形 追 加報 告 。

知 床 博 物 館 研 報 、2:4352。

成瀬 敏 郎 ・瀬 川 秀 良 ・福 本 紘 ・村 上 良 典 、1983

:北 海 道 北 ・北 東 部 砂 質 海 岸 の 堆 積 層 と砂 丘

発 達 の特 性 。 大 矢 雅 彦 ほ か 「寒 冷 地 にお け る

平 野 の特 性 と形 成 機 構 に関 す る研 究 報 告 」、p.

15～21、 昭 和57年 度 文 部 省 科 学 研 究 費 総 合 研

究(A)。

斎 藤 満 ・斎 藤 新 … 郎 ・宮 木 雅 美 ・伊 藤 重 右 ヱ 門 ・

大 森 信 善 、1984:ハ マ ナ ス を主 体 とす る海 浜

植 生 の 保 全 に 関 す る研 究(3)小 清 水 町 海

岸 に お け る ハ マ ナ ス 保 全 試験 の 経 過 。 北 林 技

研 論 文 集 、S58:～ 。

斎 藤新 一一郎 、1971:十 勝 川 河 口ふ き ん の 火 山 灰 層

と耕 う ん地 持 え につ い て 。 北 林 試 報 、9:39

～50 。

斎 藤 新 一 郎 、1976:苗 木 育 成 か らみ た樹 木 種 子 の

運 搬 者 と して の 鳥 類 の 役 割 につ い て 。 鳥 、25

:41～46。

斎 藤 新 一 郎 ・東 三 郎 、1971:天 北 地 方 に お け る

海 岸砂 丘 の 火 山灰 層 と天 然 林 成 立 の 関 係 。 北

大 演 林 報 、28:421471。

斎 藤 新 一一郎 ・斎 藤 満 ・宮 木 雅 美 ・松 岡 治 ・佐

竹聖 一 、1984:ハ マ ナ ス を主 体 とす る海 浜植

生 の 保 全 に 関 す る研 究(1)小 清 水 町 海 岸

にお け る植 生 の 現 況 。北 林 技 研 論 文 集 、S58。

島 田忠 夫 ・矢 崎 清 貫 、1959:5万 分 の1地 質 図 幅

・説 明 書 「小清 水 」。16pp.,地 質 調 査 所 。

舘 脇 操 、1961:オ ホー ツ ク沿 岸 の 落 葉 広 葉 樹 林

植 生 。96pp.,北 見 営 林 局。

米 田 政 明、1981:知 床 半 島 の 陸 棲 中 ・小 型 食 肉類 。

大 泰 司 紀 之編 著 「知 床 半 島 自然 生 態 系 総 合 調

一86一



査 報 告 書(動 物 篇)」、p.114～125、 北 海 道 生

活 環 境 部 自然 保 護 課 。

吉 井 義 次 、1916:太 田砂 山 に お け る砂 丘 植 物 の 生

態 学 的 研 究 。 植 物 学 雑 誌 、30:311～340。

Astudyontheecologicalrelationsofthe

dunevegetationonthesanddunesat

Gensei-kaen,Koshimizu,EasternHokkaido.

Shin-ichiroSAITo

HokkaidoForestExperimentStation,

Bibai,HokkaidoO79-01.

Summary

Thepresentpaperdealswiththeecologicalrelationsofthedunevegetationonthedrifting

andstablesanddunes.

Theresultsstudiedwereasfollows:

1

2

3

4

5.

6

7

Thereare2rowsofsanddunesalongthecoastline(Photos .1,2,Fig.2).Thesummitofthe

lstduneistheborderlinebetweentheseasidevegetationandtheinlandvegetation(Photo .

3,Tables2,4).

Theseasideofthelstduneissand-driftingarea(Fig .8).Atthearea,duneplantsaregrowing

vigorously(Photos.4,5,Figs.3～6,Tables1-1,3-1).Itseemsthatdeepsnow
,seaiceandthe

thickduneplantscausethenarrownessofbaresandareaandthelittlenessofdriftingsand .

Theinlandsideofthelstduneisstablesandareacoveredwithso-calledinlandplantsof

Poα,α ぬ 〃zαgγo漉 ∫,ノ1吻 〃zゑ∫如,Co痂os61勿 π〃zandsoon(Photo .8,Fig.7,Tables1-2～5,

3-2～4).

Atthe2nddune,therearethicketsofル 勉1πs,Eπoη 甥zπsandα η2πs(Photos .7,9,Fig.2,Table

3-4).Itseemsthatthesewoodyplantstakerootsintoavolcanicashlayerbetween

sandlayers.

Thevegetativepropagationofduneplantsatthedriftingsandareaisvertical(Fig.9),andthat

ofinlandplantsatthestablesandareaishorizontal(Fig .10).Duneplantsatthestablearea

aregraduallysucceededbyinlandplants(Tables2,4).

Appendixlshowsthelistoftheplantsattheareaobserved .

Appendix20nRosα7㎎osα.Thevegetativepropagationoftheroseisverticalatthedrifting

sandarea(Fig.11),anddominantoverotherduneplants .Andthatishorizontalatthestable

sandarea(Fig.12),andrecessiveamonginlandplants.
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